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/     点 

多項式・平方根 文字式の利用 

１．１ 式の計算の利用 

問１． 半径 r mの円形の池のまわりに、右の図のように幅 a mの道がついている。道の真ん
中を通る線の長さを l mとするとき、次の問に答えなさい。ただし、円周率は π とする。 

(1)  池の面積を求めなさい。 

(2)  池と道を含めた円の面積を求めなさい。 

(3)   l を、 a  、 r を用いた式で表しなさい。 
 

(4)   道の面積が al m2となることを説明しなさい。 

問２． 次の問いに答えなさい 

 

  

 
   

(1)  12 、 15 、 18 、 21のように、連続する4つの3の倍数があるとき、小さい方から2番目の数と 
3番目の数の積から最も大きい数と最も小さい数の積をひくと、その差は必ず18になる。 

 たとえば、12 、 15 、 18 、21では、15×18－12×21 = 270－252 = 18である。 
    どのような連続する4つの3の倍数であってもこのことがいえることを証明しなさい。 

(2)  n が自然数のとき、n2＋3n＋2 は偶数であることを証明しなさい。 

   

問３． 下の図1のように、1辺1cmの正方形の紙を並べて、1番目、2番目、3番目、4番目、…
と図形をつくっていく。このとき、4番目の図形に使われる1辺1cmの正方形の枚数は、
図2のように2つ重ねると4枚の正方形が重なることから、 
 
     =10(枚)必要であることがわかる。 
 
(n+10)番目の図形とn番目の図形に使われる1辺1cmの正方形の枚数の差を求めなさ
い。 

l m 

a m r m 

・・・ 

・・・ １番目 ２番目 ３番目 ４番目 

＋ → 

（２つ重ねる） 42 枚 
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/     点 

多項式・平方根 文字式の利用 

１．２ 平方根 

問３． 次の数の平方根を求めなさい。 

問１．  縦が a cm、横が b cmの長方形がある。この長方形の縦を4cm長く、横を1cm短くし
て長方形をつくったところ、もとの長方形と面積が等しくなった。このとき、 a を b の式
で表しなさい。 

(1) 次の数を小さい方から順に書きなさい。 
 

                              2,     

(3)  面積が16π cm2の円と、面積が60 cm2の正方形がある。円の直径と正方形の1辺では 
    どちらの方が長いか、答えなさい。 

(2)       の値が自然数となるような自然数 x のうち、最も小さいものを求めなさい。 

    

問２． 次の問いに答えなさい。 

    
   

(1)  49 (2)   (3)  0.25   

問４． 次の数を根号を使わずに表しなさい。 

(1)   (2)   (3)     

問５． 次の数をの平方根を根号を使って表しなさい。 

   

(1)  29   (2)  3.14   (3)     
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